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二次調査症例総数 438例

通院していて経過が判る症例 334例

初診後通院されず経過が不明な症例 104例

対象

今回は、現在も通院されていて経過が判る症例
（334例）についてまとめた。

設問項目によって記載されていない場合は対象か
ら除外したためｎ数は項目により多少異なっている。



年齢分布（経過あり症例のみ、n=334）
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全体の経過（n=334）

治癒16例（4.8%)

軽快98例(29.3%)

やや軽快121例
(36.2%)

不変89例(26.6%)

増悪10例(3.0%)



色素の増強の状態（n=264）

現在も色素増強あり

114例(43.2%)

色素増強あったが、回

復32例(12.1%)

色素増強なし

118例(44.7%)



脱色素斑の面積（n=322）

脱色素斑はほぼなし

19例(5.9%)

最初の1/4以下

42例(13.0%)

最初の1/4-1/2

51例(15.8%）

減っているが最

初の1/2以上あり

123例(38.2%)

脱色素斑面積は変わらず

83例(25.8%)

脱色素斑面積は

拡大

4例(1.2%)



最初の重症度と経過
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経過観察期間と経過
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化粧品使用中止期間と経過
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治療の有無による評価と経過

n=176

n=158

8例(5%)
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重症例における治療有無での経過の相違

治癒1例（2%)

治癒3例（4%)

軽快10例（22%)

軽快26例（38%)

やや軽快17例

（38%)

やや軽快26例

（38%)

不変14例（31%)

不変12例

（18%)

増悪3例(7%)

増悪1例（1%)
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軽症例における治療有無での経過の相違

治癒7例（13%)

治癒3例（6%)
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軽快12例（25%)
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（19%)

やや軽快14例

（29%)

不変17例（32%)
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治療あり：内服薬 (n=176)

内服あり

80例 45%内服なし

96例 55% ビタミンC＋トラネ

キサム酸, 33例

（41%）

ビタミンC＋ビタ

ミンE＋トラネキ

サム酸, 30例, 

（37%）

ビタミンC, 14

例,（18%）

ビタミンC＋ビタ

ミンE＋L-シス

テイン製剤, 

3例,（ 4%）

・内服薬はビタミン剤＋トラネキサム酸が主で、全例ビタミンCが処方され
ていた。
・抗アレルギー薬投与は80例中9例のみであった



治療あり：外用剤 (n=176)

外用剤あり, 

（142例）, 81%

外用剤なし, 

34例,

（ 19%）

タクロリムス製剤のみ 89例 63%

ステロイド外用剤のみ 29例 20%

タクロリムス製剤＋ビタミンD製剤 9例 6%

ビタミンD製剤のみ 8例 6%

タクロリムス製剤＋ヘパリン類似物質
製剤

3例 2%

ヘパリン類似物質製剤のみ 2例 1%

ステロイド外用剤＋タクロリムス製剤
＋ビタミンD製剤

1例 1%

ステロイド外用剤＋タクロリムス製剤 1例 1%

外用剤内訳

継続, 76例, 
86%

無効, 

11例, 12%

自己中止, 

2例, 2%

タクロリムス製剤使
用例において12%は
無効、2%はヒリヒリ
感などで使用中止



治療あり：紫外線療法

紫外線療法は５例（2.8%,5/176)のみに施行され、

いずれもエキシマライトを照射されている。

症例数が少なく、その有効性の評価は困難であった。

(n=5)


